
JP 5180279 B2 2013.4.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチアンテナワイヤレスデバイスにおいて、
　複数のアンテナに動作可能に結合されている複数（Ｎ個）の受信機ユニットと、
　前記ワイヤレスデバイスの現在の動作状態と、前記ワイヤレスデバイスの現在の動作モ
ードとに少なくとも部分的に基づいて、前記Ｎ個の受信機ユニットの各々をそれぞれ選択
的にイネーブルまたはディセーブルする制御装置とを具備し、
　前記複数のアンテナの中からの少なくとも１本のアンテナの各組に対して１つの受信機
ユニットであり、
　各受信機ユニットは、それぞれの入力信号を処理して出力信号を提供するように動作可
能であり、
　Ｎは１より大きい整数であり、
　前記現在の動作状態は、待機状態と、休止状態と、通信状態とを含む利用可能な動作状
態のサブセットのうちの１つであり、
　前記ワイヤレスデバイスは、それぞれの時間において、前記待機状態で、前記休止状態
で、前記通信状態で動作し、
　前記現在の動作モードは、前記複数のアンテナのうちの１つのアンテナを介した１つの
入力信号の受信に対する単一入力（ＳＩ）モードと、前記複数のアンテナのうちの多数の
アンテナを介した複数の信号の受信に対する複数入力（ＭＩ）モードと、前記Ｎ個の受信
機ユニットのすべてがディセーブルされているスタンバイモードとを含む利用可能な動作
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のモードのサブセットのうちの１つであり、
　前記ワイヤレスデバイスは、それぞれの時間において、前記ＳＩモードで、前記ＭＩモ
ードで、前記スタンバイモードで動作し、
　前記利用可能な動作状態および利用可能な動作モードは、前記複数（Ｎ個）の受信機ユ
ニットのうちのイネーブルされる受信機ユニットのそれぞれ異なる組み合わせにそれぞれ
関係しており、前記イネーブルされる受信機ユニットのそれぞれ異なる組み合わせの各々
は、イネーブルされる０個の受信機ユニットからイネーブルされるＮ個の受信機ユニット
までの範囲をとるマルチアンテナワイヤレスデバイス。
【請求項２】
　前記制御装置は、前記現在の動作状態および前記現在の動作モードが単一の入力信号の
受信をサポートするときに、前記Ｎ個の受信機ユニットのうちの１つをイネーブルし、前
記Ｎ個の受信機ユニットのうちの残りの受信機ユニットをディセーブルし、
　前記イネーブルされた受信機ユニットは、前記単一の入力信号を処理する請求項１記載
のワイヤレスデバイス。
【請求項３】
　前記制御装置は、前記現在の動作状態および前記現在の動作モードが複数の入力信号の
受信をサポートするときに、前記Ｎ個の受信機ユニットのうちの複数の受信機ユニットを
イネーブルし、もしあれば、前記Ｎ個の受信機ユニットのうちの残りの受信機ユニットを
ディセーブルし、
　前記イネーブルされた受信機ユニットは、前記複数の入力信号を処理する請求項１記載
のワイヤレスデバイス。
【請求項４】
　前記制御装置は、データが受信されないとき、前記Ｎ個の受信機ユニットをディセーブ
ルする請求項１記載のワイヤレスデバイス。
【請求項５】
　前記制御装置によりイネーブルされる各受信機ユニットに対する電力を送り出すように
動作する電力源をさらに具備する請求項１記載のワイヤレスデバイス。
【請求項６】
　イネーブルされる処理ユニットに対するクロックを発生させて、ディセーブルされる処
理ユニットに対するクロックをディセーブルするクロック発生器をさらに具備する請求項
１記載のワイヤレスデバイス。
【請求項７】
　前記Ｎ個の受信機ユニットのうちの少なくとも１つに対する少なくとも１つのクロック
を発生させるクロック発生器をさらに具備し、
　前記少なくとも１つのクロックは、前記Ｎ個の受信機ユニットのうちの少なくとも１つ
によるデータ受信のためのデータレートに少なくとも部分的に基づいて決定される、最大
周波数よりも低い周波数で前記Ｎ個の受信機ユニットのうちの少なくとも１つを動作させ
て電力消費を減少させるために、データ受信のために使用されるデータレートによって決
定される可変周波数を有する請求項１記載のワイヤレスデバイス。
【請求項８】
　複数のアンテナに動作可能に結合されている複数（Ｎ個）の送信機ユニットをさらに具
備し、
　前記制御装置は、前記ワイヤレスデバイスの現在の動作状態に少なくとも部分的に基づ
いて、前記Ｎ個の送信機ユニットの各々をそれぞれ選択的にイネーブルまたはディセーブ
ルし、
　前記複数のアンテナの中からの少なくとも１本のアンテナの各組に対して１つの送信機
ユニットであり、
　各送信機ユニットは、それぞれの入力信号を処理して出力信号を提供するように動作可
能であり、
　Ｎは１より大きい整数であり、
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　前記現在の動作状態は、待機状態と、休止状態と、通信状態とを含む利用可能な動作状
態のサブセットのうちの１つであり、
　前記ワイヤレスデバイスは、それぞれの時間において、前記待機状態で、前記休止状態
で、前記通信状態で動作し、前記利用可能な動作状態の各々は、イネーブルされる前記Ｎ
個の送信機ユニットのそれぞれ異なる組み合わせにそれぞれ関係しており、イネーブルさ
れる前記Ｎ個の送信機ユニットのそれぞれ異なる組み合わせの各々は、イネーブルされる
０個の送信機ユニットからイネーブルされるＮ個の送信機ユニットまでの範囲をとる請求
項１記載のワイヤレスデバイス。
【請求項９】
　前記制御装置は、前記現在の動作状態が単一の出力信号の送信をサポートするときに、
前記Ｎ個の送信機ユニットのうちの１つをイネーブルし、前記Ｎ個の送信機ユニットのう
ちの残りの送信機ユニットをディセーブルし、
　前記イネーブルされた送信機ユニットは、前記単一の出力信号を発生させる請求項８記
載のワイヤレスデバイス。
【請求項１０】
　前記制御装置によりディセーブルされる各送信機ユニットに対する電力を切断するよう
に動作する電力源をさらに具備する請求項８記載のワイヤレスデバイス。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法１１９条による優先権の主張】
【０００１】
　本出願は、“電力効率のよいマルチアンテナワイヤレスデバイス
”と題する２００４年５月７日に出願された米国仮出願第６０／５６９，０１８号に対し
て優先権を主張し、この米国仮特許出願は本発明の譲受人に譲渡され、参照によりここに
明確に組み込まれている。
【分野】
【０００２】
　本発明は、一般的に電子デバイスに関し、さらに詳細に述べると、マルチアンテナワイ
ヤレスデバイスに関する。
【背景】
【０００３】
　複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）通信システムは、データを送信するために複数（Ｎt本
）の送信アンテナおよび複数（Ｎr本）の受信アンテナを使用する。Ｎt本の送信アンテナ
およびＮr本の受信アンテナによって形成されているＭＩＭＯチャネルをＮs空間チャネル
に分解してもよい。この場合、Ｎs≦min｛Ｎt,Ｎr｝である。Ｎs空間チャネルを使用して
データを並列に送信して、より高いスループットを実現し、および／または冗長的により
高い信頼性を実現できる。
【０００４】
　マルチアンテナワイヤレスデバイスは、データ送信および／または受信に使用できる複
数のアンテナを備えている。それぞれのアンテナは、（１）ベースバンド出力信号を処理
して、ワイヤレスチャネルによる送信に適切な無線周波数（ＲＦ）出力信号を発生させる
ために使用する送信回路と、（２）ＲＦ入力信号を処理して、ベースバンド入力信号を獲
得するために使用する受信回路とに関係していてもよい。マルチアンテナワイヤレスデバ
イスは、送信および受信のデータをデジタル的に処理するために使用するデジタル回路も
有している。
【０００５】
　ＭＩＭＯ動作に関係するさらなる複雑さのために、単一アンテナおよびマルチアンテナ
ワイヤレスデバイスの双方をサポートできるシステムにおいて、単一アンテナワイヤレス
デバイスより、マルチアンテナワイヤレスデバイスは、はるかに複雑である。したがって
、マルチアンテナワイヤレスデバイスは、単一アンテナワイヤレスデバイスより、はるか
に電力を消費する。特にマルチアンテナワイヤレスデバイスが、内部バッテリによって電
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力が供給されるポータブルユニット（例えば、ハンドセット）である場合に、消費電力が
多いことは望ましくない。消費電力がより多いことによって、利用可能なバッテリは急速
に消耗され、そして、これはバッテリの再充電間のスタンバイ時間とアクティブ通信のた
めのオン時間との両方を短くする。
【０００６】
　したがって、電力効率のよいマルチアンテナワイヤレスデバイスに対する技術的な必要
性がある。
【概要】
【０００７】
　さまざまな省電技術を使用している電力効率のよいマルチアンテナワイヤレスデバイス
をここで記述する。ワイヤレスデバイスは、複数（Ｎ本）のアンテナを備えている。実施
形態において、マルチアンテナワイヤレスデバイスは、Ｎ本のアンテナに動作可能に結合
されている複数の送信機ユニットを備え、１つの送信機ユニットはＮ本のアンテナからの
少なくとも１本のアンテナの異なる各組に対応している。それぞれの送信機ユニットは、
それぞれの入力ベースバンド信号を処理して無線周波数（ＲＦ）出力信号を提供する。制
御装置は、送信するために１つ以上の送信機ユニットを必要に応じて選択的にイネーブル
する。別の実施形態において、マルチアンテナワイヤレスデバイスは、アンテナに動作可
能に結合されている複数の受信機を備え、１つの受信機ユニットはＮ本のアンテナからの
少なくとも１本のアンテナの異なる各組に対応している。各受信機ユニットはそれぞれの
ＲＦ入力信号を処理して、ベースバンド出力信号を提供する。制御装置は、受信のために
１つ以上の受信機ユニットを必要に応じて選択的にイネーブルする。さらに別の実施形態
では、マルチアンテナワイヤレスデバイスは、（例えば、データプロセッサ、空間プロセ
ッサ、変調器、復調器、検出／捕捉ユニット等）少なくとも１つの処理ユニットを備えて
いる。各処理ユニットは少なくとも１本のアンテナを通じて送信または受信の指定処理を
行う。各処理ユニットは、そのユニットによる処理が送信または受信に使用される場合に
イネーブルされ、そうでない場合にはディセーブルされる。制御装置は、必要に応じて各
処理ユニットをイネーブルまたはディセーブルする。例えば、これらの回路ブロックに対
して電力を供給または供給しないこと、あるいは、処理ユニットに対するクロックをイネ
ーブルまたはディセーブルすること等によって、送信機ユニット、受信機ユニット、およ
び処理ユニットは、選択的にイネーブルまたはディセーブルされてもよい。
【０００８】
　本発明のさまざまな観点、および実施形態をさらに詳細に以下に記述する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、マルチアンテナワイヤレスデバイスのブロック図を示している。
【図２】図２は、図１のマルチアンテナワイヤレスデバイスの実施形態を示している。
【図３Ａ】図３Ａは、ワイヤレスデバイスの例示的な状態図を示している。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ワイヤレスデバイスの例示的な状態図を示している。
【図４】図４は、ワイヤレスシステムによって使用される送信フォーマットを示している
。
【詳細な説明】
【００１０】
　「例として、事例として、あるいは実例として機能すること」を意味するために、「例
示的な」という言葉をここで使用する。「例示的な」ものとして、ここで記述したいずれ
の実施形態は、他の実施形態と比較して、必ずしも好ましいものとして、または効果的な
ものとして解釈されるものではない。
【００１１】
　図１は、１２２ａから１２２ｎの複数（Ｎ本）のアンテナを備えているマルチアンテナ
ワイヤレスデバイス１００のブロック図を示している。それぞれのアンテナ１２２は、送
信機ユニット（ＴＭＴＲ）と受信機ユニット（ＲＣＶＲ）とを備えているトランシーバユ



(5) JP 5180279 B2 2013.4.10

10

20

30

40

50

ニット１２０に関係している。
【００１２】
　データ送信について、送信（ＴＸ）データプロセッサ１１４は、トラフィックデータを
データ源１１２から受け取り、トラフィックデータおよび制御装置１４０からの制御デー
タを処理（例えば、エンコード、インターリーブ、およびシンボルマッピング）して、デ
ータシンボルを提供する。ここで使用しているように、「データシンボル」とはデータの
変調シンボルであり、「パイロットシンボル」とは、（送信エンティティおよび受信エン
ティティの双方によってアプリオリに知られているデータである）パイロットの変調シン
ボルである。「送信シンボル」はアンテナから送信されるシンボルであり、「受信シンボ
ル」はアンテナから獲得されるシンボルである。ＴＸ空間プロセッサ１１６は、データシ
ンボルおよびパイロットシンボルの空間処理を適宜行う。ＴＸ空間プロセッサ１１６は、
送信シンボルのＮtxストリームを提供し、それぞれのアンテナに対して１つの送信シンボ
ルがデータ送信に使用される。この場合、１≦Ｎtx≦Ｎである。変調器１１８は、Ｎtxの
送信シンボルストリームの変調を行い、チップのＮtxストリームを提供する。このチップ
のストリームは、それぞれの送信シンボルストリームに対して１つのチップストリームで
ある。それぞれのチップは、１つのチップ期間に１本のアンテナから送信される複素数値
である。変調器１１８によって行われる変調は、システムによって使用される変調技術に
よって決まる。例えば、変調器１１８が直行周波数分割多重（ＯＦＤＭ）変調を行うのは
、システムがＯＦＤＭを利用している場合であり、コード分割多重（ＣＤＭ）を行うのは
、システムがＣＤＭを利用している場合である。いずれにせよ、１２０ａから１２０ｎの
トランシーバユニット中のＮ個の送信機ユニットから選択されたＮtx個の送信機ユニット
は、Ｎtxチップストリームを受け取る。それぞれ選択された送信機ユニットは、そのチッ
プストリームを調節して、対応しているＲＦ出力信号を発生させる。Ｎtx個の選択された
送信機ユニットは、これらの送信機ユニットに関係するＮtx本のアンテナにＮtxＲＦ出力
信号を提供する。ＮtxＲＦ出力信号はこれらのＮtx本のアンテナから送信される。
【００１３】
　データの受信について、１２２ａから１２２ｎのＮ本のアンテナから選択されたＮrx本
のアンテナは、他の１つまたは複数のエンティティによって送信されたＲＦ変調信号を受
信する。この場合、１≦Ｎrx≦Ｎである。それぞれ選択されたアンテナは、関係トランシ
ーバユニット中の受信機ユニットに受信信号を提供する。それぞれの受信機ユニットは、
１つまたは複数の送信エンティティにおいて送信機ユニットによって行われたのと相補的
な処理を行い、サンプルのストリームを提供する。復調器１３２は、Ｎrx本の選択された
アンテナのＮrx個の受信機ユニットからＮrxサンプルストリームを受け取り、これらのＮ

rxサンプルストリームの復調を行い、受信されたシンボルのＮrxストリームを提供する。
受信（ＲＸ）空間プロセッサ１３４は、受信されたＮrxシンボルストリームの受信機空間
処理（または空間整合フィルタリング）を適宜行い、検出されたデータシンボルのＮrxス
トリームを提供する。この検出されたデータシンボルは、１つまたは複数の送信エンティ
ティによって送信されたデータシンボルの推定である。ＲＸデータプロセッサ１３６は検
出されたデータシンボルを処理（例えば、シンボルのデマッッピング、デインターリーブ
、およびデコード）して、デコードされたデータをデータシンク１３８に提供する。
【００１４】
　制御装置１４０は、ワイヤレスデバイス１００のさまざまな処理ユニットの動作を制御
する。メモリユニット１４２は、ワイヤレスデバイス１００の制御装置１４０と他の処理
ユニットとによって使用されるデータおよびプログラムコードを記憶する。
【００１５】
　図１は、例示的なマルチアンテナワイヤレスデバイス１００に対するさまざまな処理ユ
ニットの機能ブロック図を示している。一般的に、マルチアンテナワイヤレスデバイスに
は、任意のタイプおよび任意の数の処理ユニットが含まれていてもよい。例えば、ワイヤ
レスデバイスには、ビデオ、オーディオ、ゲーム、ワイヤレスデバイスに接続されている
外部的なユニットとの入力／出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース等のような、さまざまな機能
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およびアプリケーションに対する処理ユニットが備えられていてもよい。マルチアンテナ
ワイヤレスデバイスの処理ユニットは、さまざまな方法で実現されてもよい。
【００１６】
　図２が示しているのは、マルチアンテナワイヤレスデバイス１００ａであり、これは図
１のワイヤレスデバイス１００の１つの実施形態である。この実施形態について、ワイヤ
レスデバイス１００ａは、デジタルセクション２１０、クロック／ローカル発振器（ＬＯ
）サブシステム２５０、および１２２ａから１２２ｎのＮ本のアンテナにそれぞれ結合さ
れている１２２ａから１２２ｎのＮ個のトランシーバユニットを備えている。
【００１７】
　デジタルセクション２１０は、データの送信および受信のデジタル処理を行うさまざま
な処理ユニットを備えている。処理ユニットは、何らかのタイプのデジタル処理を行う回
路ブロックである。この回路ブロックは、処理を行わない回路ブロック（例えば、メモリ
ユニット）、またはアナログ処理を行う回路ブロック（例えば、送信機または受信機ユニ
ット）とは対照的である。デジタルセクション２１０内のデータプロセッサ２１４は、図
１中のＴＸデータプロセッサ１１４およびＲＸデータプロセッサ１３６を実現し、空間プ
ロセッサ２１６は、図１中のＴＸ空間プロセッサ１１６およびＲＸ空間プロセッサ１３４
を実現する。変調器２１８は変調器１１８を実現し、復調器２３２は復調器１３２をそれ
ぞれ実現する。ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）およびリードオンリーメモリ（ＲＯＭ
）２１２は、デジタルセクション２１０内のさまざまな処理ユニットによって使用される
データおよびプログラムコードを記憶している。検出／捕捉ユニット２２０は他の送信エ
ンティティから信号を検出して捕捉する処理を行う。メイン制御装置２４０は、ワイヤレ
スデバイス１００ａ内のさまざまな処理ユニットの動作を制御する。電力制御装置２３０
は、ワイヤレスデバイス１００ａの電力管理を行う。制御装置２３０および２４０は、図
１中の制御装置１４０を実現してもよい。メインメモリ２４２は、図１中のワイヤレスデ
バイス１００ａ内のさまざまな処理ユニットによって使用されるデータおよびコードのた
めのバルク／マス記憶装置を提供し、データ源１１２、データシンク１３８、およびメモ
リ１４２を実現することができる。デジタルセクション２１０内の回路ブロックは、ラッ
チのような電力に効率のよい回路構造で実現されてもよい。
【００１８】
　クロック／ＬＯサブシステム２５０は、デジタルセクション２１０内の処理ユニットに
対するクロックと、１２０ａから１２０ｎのトランシーバユニットに対するＬＯ信号とを
発生させる。サブシステム２５０内の基準発振器２５２は、基準クロック信号を発生させ
て、温度補償型水晶発振器（ＴＣＸＯ）または何らかの他の発振器の設計で実現されても
よい。ユニット２５４内の電圧制御発振器（ＶＣＯ）および位相同期ループ（ＰＬＬ）は
基準クロック信号を受け取って、送信機ユニットに対するＬＯ信号（ＴＸ＿ＬＯ）と受信
機ユニットに対するＬＯ信号（ＲＸ＿ＬＯ）とを発生させる。クロック発生器２５６は、
高周波数クロック信号をユニット２５４から、および／または発振器２５２から基準クロ
ック信号を受け取って、デジタルセクション２１０内の処理ユニットに対するクロックを
発生させる。クロック発生器２５６は、１つ以上の周波数分周器を備えていてもよい。そ
れぞれの分周器は、高周波数または基準クロック信号を受け取って分周し、出力クロック
を提供する。セクション２１０中のそれぞれの処理ユニットは、クロック発生器２５６か
らの１組の１つ以上のクロックに基づいて動作してもよい。セクション２１０中のさまざ
まな処理ユニットは、同じまたは異なる組のクロックに基づいて動作してもよい。
【００１９】
　それぞれのトランシーバユニット１２０は、送信機ユニット２６０および受信機ユニッ
ト２８０を備えている。送信機および受信機ユニットは、スーパーヘテロダイン式アーキ
テクチャまたは直接変換式アーキテクチャで実現されてもよい。スーパーヘテロダイン式
アーキテクチャについて、ＲＦとベースバンドとの間の周波数変換は複数のステージで行
われる。例えば、１つのステージでＲＦから中間周波数（ＩＦ）に変換されてから、別の
ステージでＩＦからベースバンドに変換される。直接変換式アーキテクチャについては、
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周波数変換は単一のステージで行われる。例えば、ＲＦからベースバンドに直接変換され
る。明確にするために、図２では、直接変換式アーキテクチャを使用している送信機ユニ
ット２６０および受信機ユニット２８０の実施形態を示している。
【００２０】
　送信機ユニット２６０内のデジタル－アナログ変換器（ＤＡＣ）２６２は、デジタルチ
ップのストリームをデジタルセクション２１０から受け取り、チップをアナログに変換し
てアナログベースバンド出力信号を提供する。それからフィルタ２６４は、ベースバンド
出力信号をフィルタリングして、デジタル－アナログ変換器によって発生された望まれな
いイメージを取り除いて、フィルタリングされたベースバンド信号を提供する。増幅器（
Ａｍｐ）２６６は、フィルタリングされたベースバンド信号を増幅してバッファリングし
、増幅されたベースバンド信号を提供する。ミキサ２６８は、増幅されたベースバンド信
号でユニット２５４からのＴＸ＿ＬＯ信号を変調して、アップコンバートされた信号を提
供する。電力増幅器（ＰＡ）２７０は、アップコンバート信号を増幅してＲＦ出力信号を
提供する。このＲＦ信号は、デュプレクサ（Ｄ）２７２を経由して、アンテナ１２２に提
供される。
【００２１】
　受信機ユニット２８０内の低雑音増幅器（ＬＮＡ）２８２は、アンテナ１２２からデュ
プレクサ２７２を通じてＲＦ入力信号を受け取る。ＬＮＡ２８２は、ＲＦ入力信号を増幅
して、望みの信号レベルを有する調整された信号を提供する。ミキサ２８４は、ユニット
２５４からのＲＸ＿ＬＯ信号で調整された信号を復調して、ダウンコンバートされた信号
を提供する。フィルタ２８６は、ダウンコンバート信号をフィルタリングして、望みの信
号コンポーネントを通過させ、ダウンコンバート処理によって発生された望まれないノイ
ズおよび信号を取り除く。増幅器２８８は、フィルタリングされた信号を増幅してバッフ
ァリングし、ベースバンド入力信号を提供する。アナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）２
９０は、ベースバンド入力信号をデジタルに変換して、デジタルセクション２１０にサン
プルのストリームを提供する。
【００２２】
　図２は、送信機ユニットおよび受信機ユニットの例示的な設計を示している。これらの
設計について、ＤＡＣは送信機ユニットの一部として、およびＡＤＣは受信機ユニットの
一部として、それぞれ示されている。一般的に、送信機ユニットおよび受信機ユニットは
、増幅器、フィルタ、ミキサ等の１つ以上のステージをそれぞれ備え、図２に示している
ものとは異なって配置されていてもよい。送信機ユニットおよび受信機ユニットは、ＤＡ
ＣおよびＡＤＣをそれぞれ備えていても備えていなくてもよい。増幅器は、固定利得また
は可変利得を持っていてもよい。図１および図２に示しているように、それぞれのトラン
シーバユニットが送信機ユニットおよび受信機ユニットを備えているように、送信機ユニ
ットおよび受信機ユニットは実現されてもよい。送信機ユニットは、１つのユニットまた
はモジュールとして実現されてもよく、受信機ユニットは、別のユニットまたはモジュー
ルとして実現されてもよい。それぞれの送信機ユニットは１組の１本以上のアンテナに関
係していてもよく、それぞれの受信機ユニットは１組の１本以上のアンテナに関係してい
てもよい。
【００２３】
　電力源２５８は、ワイヤレスデバイス１００ａ内のさまざまな回路ブロックに電力を提
供する。電力源２５８は、再充電可能なバッテリを備えていてもよく、および／または、
電力入力、Ｐinによる外部電源からの電力を受け取ってもよい。電力源２５８はスイッチ
を備えていてもよく、このスイッチは、ラベル付けされているＣpのような制御信号を受
け取り、電力源から電力を受け取る回路ブロックのそれぞれに電力を選択的に提供する。
代わりに、それぞれの回路ブロックは、その回路ブロックに対する制御信号を受け取って
、回路ブロックの電源を投入または電源を切断する１つ以上のスイッチを備えていてもよ
い。一般的に、制御信号は、１つまたは複数の信号ラインを備えていてもよい。
【００２４】
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　ワイヤレスデバイス１００ａは、要求された機能を提供している間、消費電力を少なく
するように設計されていてもよい。消費電力の削減は、ワイヤレスデバイス１００ａ内の
さまざまな回路ブロックが個々にイネーブルおよびディセーブルされるように設計される
ことによって実現される。例えば、１つ以上のスイッチを通じて回路ブロックに電力が供
給されることによってアナログ回路ブロックはイネーブルされ、または１つ以上のスイッ
チを通じて電力が供給されないことによってディセーブルされてもよい。デジタル回路ブ
ロックがイネーブルまたはディセーブルされるのは、（１）１つ以上のスイッチを通じて
回路ブロックに電力が供給されること、または１つ以上のスイッチを通じて電力が供給さ
れないこと、および／または、（２）デジタル回路ブロックに対するクロックがイネーブ
ルまたはディセーブルされることによる。デジタル回路ブロックは、（例えば、ヘッドス
イッチおよび／またはフットスイッチによって）電源を投入または電源を切断して、漏れ
電流を防ぐことができるが、集積回路（ＩＣ）製造技術が改善され、トランジスタのサイ
ズが小型化し続けているので漏れ電流は大きくなるかもしれない。
【００２５】
　図２に示している実施形態について、それぞれの受信機ユニットｉは、各制御信号Ｒｉ

に基づいて、選択的にイネーブルまたはディセーブルされてもよい。この場合、ｉは１か
らＮである。同様に、それぞれの送信機ユニットｊは、各制御信号Ｔｊに基づいて、選択
的にイネーブルまたはディセーブルされてもよい。この場合、ｊは１からＮである。ワイ
ヤレスデバイス１００ａは、Ｎ個の受信機ユニットに対してＮ制御信号を適切にセットす
ることによって、任意の数の受信機ユニットをイネーブルでき、Ｎ個の送信機ユニットに
対してＮ制御信号を適切にセットすることによって、任意の数の送信機ユニットもイネー
ブルできる。
【００２６】
　それぞれの回路ブロック（または、それぞれの回路ブロックの可能性ある異なるセクシ
ョン）は、選択的にイネーブルまたはディセーブルされるように、デジタルセクション２
１０内のさまざまな回路ブロックは設計されていてもよい。図２に示している実施形態に
ついて、メモリユニット２１２、データプロセッサ２１４、変調器２１８、メインメモリ
２４２、空間プロセッサ２１６、復調器２３２、メイン制御装置２４０および検出／捕捉
ユニット２２０は、それぞれ、ラベル付けされているＣ1からＣ８のような８つの制御信
号によって制御される。それぞれの制御信号は、関係回路ブロックのすべて、または一部
分を選択的にイネーブルまたはディセーブルさせてもよい。ワイヤレスデバイス１００ａ
はデジタルセクションに対して異なる回路ブロックで設計されていてもよく、および／ま
たは、異なる回路ブロックが選択的にイネーブルまたはディセーブルされるように設計さ
れていてもよい。
【００２７】
　クロック／ＬＯサブシステム２５０内の回路ブロックは、省電するために選択的に制御
することもできる。ユニット２５４中のＶＣＯおよびＰＬＬは、ラベル付けされているＣ

vのような制御信号に基づいて、選択的にイネーブルまたはディセーブルされてもよい。
１組のＶＣＯおよびＰＬＬを使用して、Ｎ個すべての送信機ユニットに対してＴＸ＿ＬＯ
信号を発生させてもよく、別の組のＶＣＯおよびＰＬＬを使用して、Ｎ個すべての受信機
ユニットに対してＲＸ＿ＬＯ信号を発生させてもよい。受信機ユニットのみが使用されて
いる場合は、ＶＣＯおよびＰＬＬは、送信機ユニットに対してディセーブルされ、節電さ
れてもよい。反対に、送信機ユニットのみが使用されている場合は、ＶＣＯおよびＰＬＬ
は、受信機ユニットに対してディセーブルされてもよい。クロック発生器２５６は、ラベ
ル付けされているＣkのような制御信号に基づいて制御されてもよい。クロック発生器２
５６は、１組の１以上のクロックをデジタルセクション２１０内のそれぞれの処理ユニッ
トに発生させて提供してもよい。クロック発生器２５６は、（１）ある処理ユニットに対
してある組のクロックをディセーブルする（２）すべて、またはある処理ユニットに対し
て、異なる（例えば、より低い）周波数でクロックを発生させるように制御されてもよい
。相補形金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）で作られているデジタル回路について、消費電力
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は、デジタル回路に使用されているクロックの周波数に比例する。可能なときにいつでも
、これらの処理ユニットに対するクロック周波数を減少させることによって、デジタルセ
クション２１０内の処理ユニットの消費電力を低下させることができる。
【００２８】
　明確にするために、図２では、それぞれ制御可能な回路ブロックに提供される別の制御
信号を示している。シリアルバスを使用して複数の回路ブロックを制御できる。例えば、
それぞれの送信機ユニットおよびそれぞれの受信機ユニットは、一意的なアドレスが割り
当てられ、そのアドレスに基づいて、シリアルバスによって送信機ユニットまたは受信機
ユニットを個々にイネーブルまたはディセーブルさせてもよい。
【００２９】
　電力制御装置２３０は、ワイヤレスデバイス１００ａ内のさまざまな回路ブロックに対
して制御信号を発生させる。電力制御装置２３０は、（例えば、ユーザ入力またはメイン
制御装置２４０を通じて）ワイヤレスデバイス１００ａの動作状態を示す情報を獲得して
、それに応じて制御信号を発生させる。電力制御装置２３０は、タイマ、状態機械、ルッ
クアップテーブル等を備えていてもよく、これらを使用して、さまざまな回路ブロックに
対して適切な制御信号を発生させることができる。
【００３０】
　先に記述したように、モジュラー式の制御可能な回路ブロックを使用して設計されてい
るワイヤレスデバイス１００ａによって消費電力の減少を実現できるのは、要求されたタ
スクを行うために、可能な限り少ない回路ブロックが選択的にイネーブルされ、節電する
ために可能な限り多くの回路ブロックがディセーブルされることによる。選択的な回路ブ
ロックのイネーブル／ディセーブルは、以下に記述するように行われてもよい。
【００３１】
　ワイヤレスデバイス１００ａは、多数の動作モードをサポートしてもよい。表１では、
サポートされている一部の動作モード、およびこれらの一部の動作モードの短い説明をリ
ストアップしている。
【表１】

【００３２】
　ＳＩおよびＭＩモードは受信専用モードであり、ＳＯおよびＭＯモードは送信専用モー
ドである。追加的な動作モードが、表１に示している４つの動作モードとは異なった組み
合わせで形成されていてもよい。例えば、ＳＩＳＯモードがサポートするのは１つのＲＦ
出力信号の送信および１つのＲＦ入力信号の受信であり、ＭＩＳＯモードがサポートする
のは１つのＲＦ出力信号の送信および複数のＲＦ入力信号の受信であり、ＳＩＭＯモード
がサポートするのは複数のＲＦ出力信号の送信および１つのＲＦ入力信号の受信であり、
ＭＩＭＯモードがサポートするのは複数のＲＦ出力信号の送信および複数のＲＦ入力信号
の受信である。ＳＩＳＯ、ＳＩＭＯ、ＭＩＳＯおよびＭＩＭＯモードは、データの送信お
よび受信をサポートする送信および受信モードである。使用のためにＮ本より少ないアン
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テナが、選択されるときには、同じまたは異なるアンテナをデータの送信および受信に使
用してもよい。「スタンバイ」モードも規定されてもよいこのモードにより、データは送
信も受信もされない。
【００３３】
　それぞれの動作モードについて、ワイヤレスデバイス１００ａは、その動作モードに対
して必要とされている送信機ユニットのみ、および受信機ユニットのみをイネーブルする
ことができる。例えば、受信専用モードのために、すべての送信機ユニットをディセーブ
ルしてもよく、送信専用モードのために、すべての受信機ユニットをディセーブルしても
よく、スタンバイモードのために、すべての送信機および受信機ユニットをディセーブル
してもよい。使用のためにＮ個のユニットより少ないユニットが選択されたとき、ワイヤ
レスデバイス１００ａは、使用しない送信機および受信機ユニットもディセーブルしても
よい。
【００３４】
　ワイヤレスデバイス１００ａは、デジタルセクション２１０内のある処理ユニットを何
らかの動作モードのためにディセーブルしてもよい。例えば、変調器２１８は受信専用モ
ードのためにディセーブルされ、復調器２３２は送信専用モードのためにディセーブルさ
れ、空間プロセッサ２１６はＳＩおよびＳＯモードのためにディセーブルされてもよい。
（例えば、エンコード、インターリーブ、およびシンボルマッピングするための）データ
プロセッサ２１４の送信部分は受信専用モードのためにディセーブルされ、（例えば、デ
コード、デインターリーブ、およびシンボルデマッピングするための）データプロセッサ
２１４の受信部分は送信専用モードのためにディセーブルされてもよい。
【００３５】
　ワイヤレスデバイス１００ａは、データ送信および受信のデータレートに基づいて、デ
ジタルセクション２１０内の処理ユニットに対するクロックの周波数も調整できる。シス
テムはデータレートの範囲をサポートしてもよく、最低データレート、Ｒminと最高デー
タレート、Ｒmaxとの差は大きくてもよい。ワイヤレスデバイス１００ａは、最高のデー
タレートでデータを送信および受信する機能を備えて設計されていてもよい。十分な処理
能力を備えた処理ユニットを設計して、指定された最大クロック周波数、ｆmaxで処理ユ
ニットを動作することによって、最高のデータレートでのデータの送信および受信は一般
的に実現される。しかし、データが、いつも最高のデータレートで送信および受信される
とは決まっていない。Ｒmaxより低いデータレートが使用されるとき、適時、必要とされ
ている処理タスクのすべてを完成させながら、ｆmaxより低いクロック周波数で処理ユニ
ットを動作させて、消費電力を減少させることが可能である。処理ユニットに対するクロ
ック周波数はデータレートの関数であるので、そのため異なるクロック周波数が異なるデ
ータレートに使用されてもよい。電力制御装置２３０は、現在のデータレートに使用され
てもよい最低の可能性あるクロック周波数を決定し、適切な制御信号をクロック発生器２
５６に提供してもよい。それから、クロック発生器２５６は制御信号に基づいて分周器回
路を調整し、望みの周波数でクロックを発生させてもよい。
【００３６】
　同じまたは異なるデータレートが、データ送信および受信に使用されてもよい。送信お
よび受信のデータレートに基づいて、データの送信および受信に使用されている処理ユニ
ットに、同じまたは異なるクロック周波数が使用されてもよい。変調器２１８および復調
器２３２は、同じまたは異なる周波数で動作してもよい。データプロセッサ２１４の送信
および受信の部分は、同じまたは異なるクロック周波数で動作してもよい。空間プロセッ
サ２１６には、データ送信および受信の双方に使用される処理エンジン（例えば、乗算器
）が備えられていてもよい。これらのエンジンに対するクロック周波数は、送信および受
信のデータレートに基づいて適切に選択することができる。
【００３７】
　ワイヤレスデバイス１００ａは、多数の状態で動作するように設計されていてもよい。
各状態は、異なる処理能力および異なるタスクに関係していてもよい。
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【００３８】
　図３Ａが示しているのは、ワイヤレスデバイス１００ａの例示的な状態図３００である
。この状態図には、３つの状態の、待機状態３１０、休止状態３２０および通信状態３３
０が含まれている。３つの状態のそれぞれには、多数のサブ状態が含まれていてもよい。
【００３９】
　図３Ｂが示しているのは、待機状態３１０の例示的な状態図であり、この状態図には、
２つのサブ状態の、監視サブ状態３１２およびアクセスサブ状態３１４が含まれている。
【００４０】
　監視サブ状態において、ワイヤレスデバイス１００ａは、他のエンティティからの信号
の存在を検出する。この検出は、それぞれのエンティティによって送信されるパイロット
に基づいて行われてもよい。何らかの信号が検出された場合に、ワイヤレスデバイス１０
０ａは、信号の周波数とタイミングとを捕捉して、オーバヘッド情報とシグナリングメッ
セージとを信号から復元しようとする。信号が捕捉されて、データ送信が要求されている
ことをシグナリングメッセージが示している場合、ワイヤレスデバイス１００ａがアクセ
スサブ状態に移行する。ワイヤレスデバイス１００ａがアクセスサブ状態に移行しない場
合は、（１）検出される信号がない、または（２）信号は検出されたが、捕捉に失敗した
か、または、データ送信が要求されていることをシグナリングメッセージが示していない
場合である。ワイヤレスデバイス１００ａは、監視サブ状態のままであってもよく、引き
続き、検出および捕捉を行ってもよい。代わりに、ワイヤレスデバイス１００ａは、ある
時間ウィンドウで検出および捕捉を周期的にまたは散発的に行ってもよく、これを行うと
きを覚醒時間と呼ぶ。以下に記述するように、ワイヤレスデバイス１００ａは、覚醒時間
の間に監視サブ状態から休止状態に移行して節電することができる。
【００４１】
　アクセスサブ状態において、ワイヤレスデバイス１００ａは、「ターゲット」エンティ
ティと呼ばれる別のエンティティとの通信セッションを確立しようとする。ワイヤレスデ
バイス１００ａがシステムにアクセスしようとするのは、ターゲットエンティティがシス
テムのアクセスポイントである場合であり、ピア・ツー・ピア通信の確立を試みるのは、
ターゲットエンティティが別のワイヤレスデバイスである場合である。ワイヤレスデバイ
ス１００ａは、ターゲットエンティティとショートメッセージを交換して、データ送信お
よび／または受信用の双方のエンティティ、要求源等を構成してもよい。ワイヤレスデバ
イス１００ａは、アクセスが成功して通信セッションが開かれた場合に通信状態に移行す
る。ワイヤレスデバイス１００ａは、アクセスが失敗した場合には監視状態に戻る。
【００４２】
　ワイヤレスデバイスは、待機状態に時間の大部分を費やしてもよい。待機状態では、ワ
イヤレスデバイスは、Ｎ個の受信機ユニットのうちのサブセット（例えば１つ）のみをイ
ネーブルしてもよく、信号検出および捕捉に使用される１つまたは複数の処理ユニットの
みをイネーブルしてもよい。ワイヤレスデバイスは、他のすべての受信機ユニット、Ｎ個
のすべて送信機ユニット、および信号検出および捕捉に必要でない処理ユニットをディセ
ーブルしてもよい。
【００４３】
　通信状態では、ワイヤレスデバイス１００ａは、データをターゲットエンティティに送
信し、および／またはターゲットエンティティからデータを受信してもよい。ワイヤレス
デバイス１００ａまたはターゲットエンティティは、通信セッションを終了し、その時に
、ワイヤレスデバイス１００ａは、通信セッションを待機状態の範囲内の監視サブ状態に
戻る。
【００４４】
　休止状態では、節電をするために、ワイヤレスデバイス１００ａは可能な限り多くの回
路ブロックの電源を切断してもよい。ワイヤレスデバイス１００ａは、休止状態の間にデ
ータを送信または受信しない。ワイヤレスデバイス１００ａは、タイマを管理し、休止状
態から覚醒する時を決定してもよく、また待機状態への即座の移行をトリガすることがで
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きる、あるインタラプト（例えば、ユーザ入力）を監視してもよい。
【００４５】
　ワイヤレスデバイス１００ａは、連続的な検出／捕捉を必要としない多数の「検出」モ
ードのうちのいずれか１つで動作してもよい。例えば、システムがパイロット、オーバヘ
ッド情報、およびシグナリングメッセージを既知の時間に送信する場合、ワイヤレスデバ
イス１００ａは「スロット」モードで動作してもよい。以下に記述するように、「スロッ
ト」モードでの動作によって、ワイヤレスデバイス１００ａは、これらの既知の時間中の
み検出および捕捉を行い、残り時間中に休止に進む。ワイヤレスデバイス１００ａは「省
電」モードでも動作してもよく、この「省電」モードでの動作によって、ワイヤレスデバ
イス１００ａは、節電するために無期限に休止に進み、ユーザがデータ送信を開始する場
合または他の何らかのイベントが休止から出る移行をトリガする場合のみに覚醒に進む。
【００４６】
　図３Ａおよび３Ｂは、ワイヤレスデバイス１００ａの例示的な状態図を示している。一
般的に、マルチアンテナワイヤレスは、任意の数の状態で動作してもよく、それぞれの状
態は、任意の数のサブ状態を含んでいてもよい。
【００４７】
　ワイヤレスデバイスは、異なる状態の異なる回路ブロックをイネーブルしてもよい。図
３Ａの３つの状態の一部の可能性ある動作シナリオを以下に記述する。
【００４８】
　待機状態において、ワイヤレスデバイス１００ａは、Ｎ個の受信機ユニットのサブセッ
トだけをイネーブルしてもよく、残りすべて受信機ユニット、ならびにＮ個の送信機ユニ
ットをディセーブルしてもよい。未知の受信エンティティにデータを送信するときに、送
信エンティティは、一般的に、最も確実なやり方で最低のデータレートでデータを送信す
る。受信ダイバシティおよび検出動作が一般的に改善されるのは、受信エンティティが、
送信エンティティからの送信信号を受信するためにより多くのアンテナを使用する場合で
ある。しかし、普通は、信号の存在の検出、または信号を捕捉するためにＮ本のアンテナ
すべてを使用する必要はない。受信機ユニットのうちの限られた数（例えば１つ）だけイ
ネーブルして、残りの受信機ユニットをディセーブルすることによって電力を節電するこ
とができる。
【００４９】
　待機状態において、ワイヤレスデバイス１００ａは、望みの数の受信機ユニットをこれ
らの受信機ユニットに対する制御信号、Ｒｉによってイネーブルしてもよい。例えば、ワ
イヤレスデバイス１００ａは、待機状態のＳＩモードで動作し、１つだけ受信ユニットを
イネーブルしてもよい。ワイヤレスデバイス１００ａは、異なる処理タスクに対して異な
る能力も使用してもよい。例えば、ワイヤレスデバイス１００ａは、他のエンティティか
らのパイロットの検出および捕捉のために１つの受信機ユニットを使用してもよく、パイ
ロットが検出された場合に、オーバヘッド情報およびシグナリングメッセージを受信する
ために複数の受信機ユニットを使用してもよい。
【００５０】
　待機状態において、送信および受信のデータを処理するために使用されるデジタルセク
ション２１０中の回路ブロックの多くを、節電のためにディセーブルしてもよい。例えば
、データプロセッサ２１４、空間プロセッサ２１６、変調器２１８および復調器２３２は
、待機状態においてディセーブルされてもよい。検出／捕捉ユニット２２０は、信号を検
出して、検出された信号を捕捉するのに必要な処理タスクを行う。ユニット２２０は、パ
イロットをサーチし、受信したパイロット電力を測定し、オーバヘッド情報とシグナリン
グメッセージ等を復元する回路を備えていてもよい。
【００５１】
　復調器２３２のすべてまたは一部、およびデータプロセッサ２１４のすべてまたは一部
は、必要であれば、待機状態においてイネーブルされてもよい。システムがＯＦＤＭを利
用する場合、復調器２３２には、ＯＦＤＭ復調に使用される１つ以上の高速フーリエ変換
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（ＦＦＴ）エンジンが備えられていてもよい。復調器２３２の一部は、待機状態において
イネーブルされている１つまたは複数の受信機ユニットのすべてに対してＯＦＤＭ復調を
行うためにイネーブルされてもよい。データプロセッサ２１４は、エンコーダ、デコーダ
等を備えていてもよく、これらはデータの送受信のために使用される。データプロセッサ
２１４の一部（例えば、オーバヘッド情報およびシグナリングメッセージに対するデコー
ダ）がイネーブルされてもよいのは、例えば、信号が検出されて捕捉されている場合のみ
である。
【００５２】
　空間プロセッサ２１６は、複数のアンテナを通じてデータを送信する空間処理、および
複数のアンテナを通じてデータを受信する空間処理のために使用される。たった１つの受
信機ユニットが使用するために待機状態に選択された場合、空間プロセッサ２１６は、待
機状態の時間中ずっと、ディセーブルされていてもよい。たとえ、待機状態においていく
つかの受信機ユニットが使用のために選択されたとしても、これらの受信機ユニットに対
する受信機の空間処理は比較的にシンプルであり、ユニット２２０によって行われてもよ
い。代わりに、待機状態においてイネーブルされたいくつかの受信機ユニットに対する受
信機の空間処理を行うために必要に応じて、空間プロセッサ２１６がイネーブルされても
よい。
【００５３】
　通信状態では、データは継続的にまたは断続的に送信されてもよく、データは継続的に
または断続的に受信されてもよい。任意の所定のときに、ワイヤレスデバイス１００ａは
、（１）データは送信されるが受信されない場合の送信専用モード（２）データは受信さ
れるが送信されない場合の受信専用モード（３）データが送信され、受信される場合の送
受信モード（４）データは送信も受信もされないスタンバイモードで動作してもよい。さ
らに、ワイヤレスデバイス１００ａは、データ送信のために１つ、いくつかの、またはＮ
個すべての送信機ユニットを使用してもよく、データ受信のために１つ、いくつかの、ま
たはＮ個すべての受信機ユニットを使用してもよい。この数は、データの送受信の方法、
ワイヤレスデバイス１００と通信する他のエンティティの能力等のような、さまざまな要
因によって決まる。例えば、送信モードは、データを送信するために特定の数（例えば、
２本）のアンテナを使用してもよい。別の例では、より大きい送信電力が、（電力増幅器
および／またはアンテナの最大出力送信信号の制限によって変わる）イネーブルされてい
るそれぞれのアンテナに対して使用されるように、送信のためにＮ本より少ないアンテナ
を使用して、より少ないアンテナを通じて総送信電力を分配することがより望ましいよう
な、チャネル状態であるかもしれない。例えば、データが低いデータレートで送信される
場合や、他のエンティティが、１本または何本かのアンテナを備えている場合の等には、
Ｎ本より少ないアンテナを使用してデータ送信を受信してもよい。いずれにせよ、ワイヤ
レスデバイス１００は、もしあれば、現在の動作モードに必要である送信機ユニットのみ
、および受信機ユニットのみをイネーブルでき、他の送信機ユニットおよび受信機ユニッ
トすべてディセーブルできる。
【００５４】
　一般的に、別のエンティティとの通信について、ワイヤレスデバイスは、データを送信
するためにＮ個の送信機ユニットのうちのＮtx個、および／またはデータを受信するため
にＮ個の受信機ユニットのうちのＮrx個を利用してもよい。この場合、１≦Ｎtx≦Ｎ、１
≦Ｎrx≦Ｎであり、ＮtxはＮrxに等しくても等しくなくてもよい。任意の所定のときに、
さまざまな理由でＮ個の送信機ユニットのすべて、およびＮ個の受信機ユニットのすべて
が通信のために必要とされないかもしれない。このケースでは、ワイヤレスデバイスは、
通信に使用しない送信機ユニットおよび受信機ユニット、ならびに処理ユニットをディセ
ーブルしてもよい。
【００５５】
　データは、節電し、また他の利点を獲得するために可能な最高のデータレートで送信さ
れ受信されてもよい。最高の送信データレートは、データ送信するためにＮ本すべてのア
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ンテナを使用し、ワイヤレスデバイス１００ａに対して利用可能な最大送信電力を使用す
ることによって、実現できる。最高の受信データレートは、データ受信するためにＮ本す
べてのアンテナを使用することによって実現できる。送信または受信される所定量のデー
タについて、より高いデータレートは、より短時間でデータの送信または受信を可能にし
、そして、これは次に、送信機ユニットおよび受信機ユニットが、より短時間でイネーブ
ルできるようにする。より高いクロック周波数であるが、より短い時間の場合は、デジタ
ルセクション２１０内の処理ユニットを動作させることは、消費電力を減少させることが
できる。
【００５６】
　待機および通信状態の双方について、デジタルセクション２１０内の処理ユニットは、
可能性あるときはいつでも消費電力を減少させるために、より低い周波数でクロックされ
てもよい。待機状態では、シグナリングメッセージは最低データレート、Ｒminで送信さ
れてもよく、ワイヤレスデバイス１００ａは、低クロック周波数を使用して、これらのメ
ッセージを復元させる。通信状態では、チャネル状態、送信および受信エンティティで利
用可能なシステム源等のようなさまざまな要因に基づいて決定されてもよい可変データレ
ートで、データは送信され、受信されてもよい。先に記述したように、データが、最高の
データレート、Ｒmaxより低いデータレートで送信され、受信されるとき、消費電力を減
少させるために、デジタルセクション２１０内の処理ユニットに対するクロック周波数を
減少させてもよい。
【００５７】
　休止状態において、ワイヤレスデバイス１００ａは、節電するために可能な限り多くの
回路ブロックをディセーブルしてもよい。例えば、ワイヤレスデバイス１００ａは、Ｎ個
すべての送信機ユニット、Ｎ個すべての受信機ユニット、クロック／ＬＯサブシステムの
すべてまたは大部分、およびデジタルセクション２１０の回路ブロックの大部分をディセ
ーブルしてもよい。電力制御装置２３０は、適切な制御信号を電力源２５８および／また
は回路ブロックに提供して、さまざまな回路ブロックの電源を切断することができる。電
力制御装置２３０は、適切な制御信号をクロック発生器２５６に提供してもよく、このク
ロック発生器２５６はデジタルセクション内２１０のディセーブルされた処理ユニットに
対するクロックをディセーブルする。電力制御装置２３０はタイマを管理し、このタイマ
は休止状態で費やした時間の量をカウントダウンして、電力制御装置にタイマの終了時を
知らせる。電力制御装置２３０には、休止状態から出る即座の移行をトリガできるインタ
ラプト（例えば、ユーザ入力）を検出するのに使用される回路が含まれていてもよい。
【００５８】
　ワイヤレスデバイスのカバレージエリアのもとでワイヤレスデバイスと通信する１つ以
上のアクセスポイントを、システムは備えていてもよい。アクセスポイントが、継続的に
送信する代わりに、指定された時間にパイロット、オーバヘッド情報、およびシグナリン
グメッセージを送信するように、システムは設計されていてもよい。さらなる省電は、そ
のようなシステムで動作するワイヤレスデバイスで実現できる。
【００５９】
　図４は、システムによって使用される例示的な送信フォーマットに対するタイミング図
を示している。この送信フォーマットについて、それぞれのアクセスポイントは、パイロ
ット、オーバヘッド情報（ＯＨ情報）、およびシグナリングメッセージを指定された時間
に周期的に送信する。例えば、パイロット、オーバヘッド情報、およびシグナリングメッ
セージは、それぞれのフレーム中の固定された位置で送信開始され、この各フレームは固
定期間（例えば、２ミリ秒）を有する。パイロットは、信号検出、捕捉、チャネル推定、
および可能性ある他の目的に使用されてもよい。例えば、オーバヘッド情報には、シグナ
リングメッセージに使用されるデータレート、メッセージの持続期間等のようなさまざま
なシステムパラメータが含まれていてもよい。シグナリングメッセージは、すべてのワイ
ヤレスデバイスによって受信されることを意図するブロードキャストメッセージ、特定の
グループのワイヤレスデバイスによって受信されることを意図するマルチキャストメッセ
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ージ、および／または特定のワイヤレスデバイスによって受信されることを意図するユニ
キャストメッセージであってもよい。
【００６０】
　ワイヤレスデバイス１００ａは、システムのアクセスポイントによって送信されたパイ
ロットを検出し、検出されたそれぞれのパイロットのタイミングおよび周波数を捕捉しよ
うとする。それから、ワイヤレスデバイス１００ａは、捕捉が成功されているそれぞれの
アクセスポイントに対するオーバヘッド情報を復元し、復元されたオーバヘッド情報を使
用してシグナリングメッセージをデコードして復元することができる。
【００６１】
　ワイヤレスデバイス１００ａがアクセスポイントまたは別のデバイスと通信していない
場合、ワイヤレスデバイス１００ａはスロットモードで動作し、他のエンティティからの
信号およびメッセージを周期的に検出してもよい。ワイヤレスデバイス１００ａは、パイ
ロットが送信されることが予定される時間より前に起動し、（例えば、パイロットの検出
および処理、オーバヘッド情報およびシグナリングメッセージの検出、等）監視タスクを
行ってもよい。監視タスクのすべてが完了した後、ワイヤレスデバイス１００ａを覚醒の
まま維持することを要求するメッセージがない場合、ワイヤレスデバイス１００ａは休止
に進んでもよい。次のパイロット送信が開始されるまで、または他の何らかの瞬間まで、
ワイヤレスデバイス１００ａは休止していてもよい。
【００６２】
　簡単にするために、図４は、それぞれのフレームに対して１つのパイロット送信を示し
ている。アクセスポイントは異なるタイプの複数のパイロットをフレームごとに送信して
もよく、それぞれのパイロットは、異なる目的に使用されてもよい。例えば、「ビーコン
」パイロットは、検出および時間／周波数の捕捉を容易にする方法で送信されてもよく、
「ＭＩＭＯ」パイロットは、ＭＩＭＯチャネル等のチャネル推定を容易にする方法等で送
信されてもよい。ワイヤレスデバイス１００ａは、１つの受信機ユニットを利用してビー
コンパイロットを検出してもよく、Ｎ個すべての受信機ユニットを利用してＭＩＭＩＯパ
イロットを処理してもよい。
【００６３】
　ここで記述したマルチアンテナワイヤレスデバイスおよび省電技術は、さまざまな手段
で実現されてもよい。例えば、１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号プロセッサデバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマ
ブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
、プロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、マイクロプロセッサ、ここで記述した機能
を行うように設計されている他の電子ユニット、またはこれらの組み合わせでワイヤレス
デバイスのデジタルセクションの回路ブロックが実現されてもよい。ワイヤレスデバイス
のアナログセクション中の回路ブロックは１つ以上のＲＦ集積回路（ＲＦＩＣ）、ディス
クリートコンポーネント等で実現されてもよい。
【００６４】
　省電技術は、ハードウェア、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせで実現されても
よい。ワイヤレスデバイス内のさまざまな回路ブロックを選択的にイネーブルまたはディ
セーブルすることは、ハードウェアユニット（例えば、マイクロ制御装置、状態機械、等
）によって行われてもよい。回路ブロックを選択的にイネーブルおよびディセーブルする
ことは、プロセッサで実行されるソフトウェアコードによって行われてもよい。ソフトウ
ェアコードは、メモリユニット（例えば、図２中のメモリユニット２４２）に記憶され、
プロセッサ（例えば、図２中の電力制御装置２３０）によって実行されてもよい。メモリ
ユニットは、プロセッサ内または外部のプロセッサで実現されてもよく、この外部のプロ
セッサのケースでは、既知の技術のような、さまざまな手段によってプロセッサに通信可
能に結合されている。
【００６５】
　開示された実施形態の前の記述は、当業者が本発明を作り、または使用できるように提
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供されている。これらの実施形態に対するさまざま改良は、当業者に容易に明らかとなり
、ここに規定された一般的な原理は、本発明の精神または範囲を逸脱することなく、他の
実施形態に適用されてもよい。したがって、本発明はここに示された実施形態に限定され
ることを意図しているものではなく、ここで開示されている原理および新しい特徴と一致
した最も広い範囲に一致させるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４】
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